
















平成 29 年度より防災研究所工作室に 3D プリンターが導入されましたので、制作物を試
作し、その性能を確認しました。 





































































部が約 45 分、カバー部分が 30 分でした。今回は別々に制作しましたが、各パーツを同時
に出力することも可能です。大量に生産する場合は、造形エリアに各パーツを複数個配置
して出力することで、効率的に生産することができます。材料費用は全体で 200 円程度と
なりました（1g あたり約 12 円）。 
 篏合部分の 0.2mm の精度は再現されなかったため、最終的にやすりで削り、仕上げまし













した（国土地理院：http://cyberjapandata.gsi.go.jp/3d/）。縮尺をおよそ 86,000 分の 1 とし、
高さ方向を 1.5 倍にして出力したところ、0.2mm の積層で造形されました。制作時間は 5
時間、材料費用は約 1,000 円でした。 
 
 
 
 
図３．桜島３D 地形データ 
画像７．桜島地形造形例 
